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鬼北町議会体制
令和４年の鬼北町議会の体制は次のとおりです。

芝　照雄　議長 赤松俊二　副議長

総務産業建設
常任委員会

厚生文教
常任委員会 予算常任委員会 議会運営

委員会
議会改革

特別委員会

◎ 松 下 純 次 ◎ 髙 橋 聖 子 ◎ 山 本 博 士 　 末 廣 　 啓 ◎ 松 浦 　 司 ◎ 程 内 　 覺

○ 中 山 定 則 ○ 山 本 博 士 〇 福 原 良 夫 　 松 下 純 次 〇 福 原 良 夫 ○ 松 浦 　 司

　 坂 本 一 仁 　 福 原 良 夫 　 坂 本 一 仁 　 程 内 　 覺 　 髙 橋 聖 子 　 兵 頭 　 稔

　 兵 頭 　 稔 　 程 内 　 覺 　 兵 頭 　 稔 　 松 浦 　 司 　 山 本 博 士 　 髙 橋 聖 子

　 末 廣 　 啓 　 松 浦 　 司 　 髙 橋 聖 子 　 赤 松 俊 二 　 松 下 純 次 　 末 廣 　 啓

　 赤 松 俊 二 　 芝 　 照 雄 　 中 山 定 則 　 芝 　 照 雄 　 程 内 　 覺 　 赤 松 俊 二

◎は委員長、○は副委員長

委員会
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ペタンク競技大会に参加して
兵頭　稔

　第 28 回日吉ペタンク連盟会長杯ペタンク大会に町議会として参加を要請され、令和４年
５月８日、３チームで参加することになり、私はペタンク競技の方法ルール等を知らない
ので、５月８日の大会までに、地元の協会メンバーに交じって数回練習することができま
した。大会当日は快晴に恵まれ 25 チーム（松山市、伊方町、宇和島市、四国中央市等から）
の参加で盛大に行われました。私たちのチームは、予選２試合
行い１勝１敗の結果でした。
　このペタンク競技とは、1910 年に南フランスの港町で生まれ、
日本で最初に普及したのは 1970 年と言われています。1988 年
第１回ねんりんピックの各種スポーツの一つとして取り入れら
れました。鬼北町にペタンク協会が設立されたのは、1994 年 12
月 20 日に旧日吉村であり、毎年全国大会に参加し優勝したこと
もあると聞きました。私は何も知らないで参加しましたが、ね
んりんピック笑顔のえひめ 2023 大会の種目ペタンク大会が、この鬼北町で開催されると聞
き、日吉ペタンク協会の皆様が優勝できるよう応援していきたいと思っています。

ねんりんピック愛顔のえひめ 2023
（令和５年 10 月 28 日～３１日）

　ペタンク競技が鬼北町で開催されます！

令和５年 10 月 29、３０日

場所：鬼北総合公園多目的広場
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議
員
の
窓

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
活
動

坂本　一仁

　

こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
の
皆
さ
ん
も

行
動
制
限
等
、
不
安
で
あ
っ
た
り
、
不
便
な
思

い
を
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
私
自
身
も
皆
さ

ん
と
同
じ
思
い
で
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
ん
延
防
止
対
策
等
で
行
事
、
会
議
、
懇

親
会
等
が
制
限
さ
れ
て
、
地
域
力
が
低
下
し
て

い
る
の
が
現
状
で
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
、

こ
の
数
年
の
影
響
で
、
今
ま
で
培
わ
れ
て
き
た

事
を
取
り
戻
す
に
は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
に
地
区
民
祭
も
、「
も
う
や
ら
ん

て
も
い
い
わ
え
、
無
い
方
が
楽
や
け
ん
。」
と

い
う
話
を
お
聞
き
し
、
切
な
い
思
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
思
い
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
社
会
活
動
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化
に

少
し
で
も
連
携
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
好
藤
地
区

に
は
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
ピ
ー
チ
パ
イ
、
Ｙ

Ｙ
Ｃ
（
好
藤
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）、
そ
れ
以
外
に

も
好
藤
地
区
放
課
後
子
供
教
室
、
好
藤
地
区
子

ど
も
達
の
見
守
り
隊
が
あ
り
、
暖
か
い
気
持
ち

で
地
域
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
傍
ら
、
農
作
業
の
傍
ら
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
事
だ
と
思
う
と
と
も
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た

活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
、
規
模
縮
小

な
ど
、
ま
ん
延
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
活
動

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
。
今
回
は
そ
う

い
っ
た
中
で
、
今
後
の
活
動
や
地
区
に
必
要
な

考
え
を
元
Ｙ
Ｙ
Ｃ
代
表
の
坂
本
賢
二
さ
ん
と
、

子
ど
も
達
の
見
守
り
隊
の
手
島
勤
さ
ん
に
お
話

を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、坂
本
賢
二
さ
ん
に
現
在
の
活
動
状
況
、

今
後
に
つ
い
て
、
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
活
動
は
、
ほ
ぼ
な
く
唯
一
好
藤
公
民

館
事
業
、竹
の
子
学
級
（
好
藤
小
学
校
６
年
生
） 

の
安
全
指
導
員
く
ら
い
で
、
そ
の
他
の
行
事
、

事
業
等
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
私
達
は
そ
う
い
っ
た
事
業
等
に
参
加
し
、

そ
し
て
、
Ｙ
Ｙ
Ｃ
会
員
で
懇
親
会
を
重
ね
、
絆

を
深
め
活
動
し
て
き
た
団
体
な
の
で
、
懇
親
会

が
で
き
な
い
現
在
、
会
員
の
意
識
が
低
下
し
、

今
後
の
活
動
が
心
配
だ
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
、
早
く
会
員
の
皆
さ
ん
と
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
、
今
後
、
よ
り
良
い
好
藤
地
区
に
な
る

よ
う
語
ら
い
た
い
、と
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
、手
島
勤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ず
っ
と

見
守
り
隊
と
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て

〈竹の子学級といきいきクラブ合同餅つき〉
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い
ま
す
。
私
は
、吉
波
か
ら
好
藤
小
学
校
ま
で
、

登
下
校
に
付
き
添
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
吉
波

か
ら
東
仲
に
か
け
車
両
が
制
限
速
度
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
、非
常
に
危
険
な
の
で
交
通
ル
ー
ル
、

交
通
マ
ナ
ー
遵
守
の
意
味
も
含
め
て
出
来
る
限

り
、
見
守
り
隊
に
参
加
し
、
少
し
で
も
お
役
に

た
て
れ
ば
、と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
活
動
が
、
鬼
北
町
の
宝
で
あ
る

子
供
達
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
に
感
謝

し
、
今
後
、
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、

以
前
以
上
に
町
民
皆
さ
ん
全
て
が
、
笑
顔
で
幸

せ
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。鬼

北
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

兵頭　　稔

　

私
は
、
鬼
北
町
に
在
住
し
て
、
３
年
が
経
ち

ま
し
た
。
38
年
ぶ
り
に
帰
省
し
て
直
ぐ
に
感
じ

た
の
が
、
水
道
料
金
が
高
松
市
に
比
べ
て
異
常

に
高
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

香
川
県
は
水
源
に
な
る
大
き
な
川
が
な
い
の

で
、
徳
島
県
の
吉
野
川
水
系
か
ら
阿
讃
山
脈
ト

ン
ネ
ル
を
抜
き
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

な
の
に
鬼
北
町
よ
り
高
松
市
の
方
が
大
幅
に
安

い
の
で
す
。
こ
の
時
に
町
議
会
議
員
に
立
候
補

し
て
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
の
が
議
員
に
な

る
き
っ
か
け
で
す
。
議
員
に
な
り
１
年
目
の
３

月
定
例
議
会
で
、
水
道
料
金
が
愛
媛
県
で
高
い

方
か
ら
２
番
目
に
な
っ
て
い
た
件
で
一
般
質
問

を
行
っ
た
が
、
町
と
し
て
は
料
金
を
下
げ
る
考

え
が
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
水
道
法
を
詳
し

く
読
む
と
、
水
道
法
第
１
条
で
「
清
浄
に
し
て

豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
を
図
り
も
っ
て
公
衆
衛

生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
と
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
の
低
廉
の
意
味
は
値
段
が
安
い
こ
と
、
金

額
が
す
く
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
と
、「
鬼
北
町
の

水
道
料
金
が
高
い
と
い
う
認
識
は
な
い
」
と
回

答
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
路
線
が
他
の

自
治
体
と
比
較
し
て
長
い
設
備
が
老
朽
化
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
ど
こ
の
自
治
体
で
も
同
じ
条
件
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

私
が
思
う
の
は
、
広
見
町
の
時
に
平
成
８
年

～
13
年
に
28
億
円
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
の

で
、
そ
の
時
の
債
務
の
利
息
が
１
億
１
千
万

に
な
り
平
成
14
年
に
経
常
利
益
が
大
幅
な
赤
字

に
な
っ
た
の
で
、
当
時
の
関
係
者
が
、
料
金
水

準
（
総
括
原
価
）
の
算
定
に
よ
り
、
総
括
原
価

〈鬼北町道路線の廃止・認定に係る現地調査〉
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＝
料
金
収
入
総
額
に
一
致
す
る
よ
う
に
設
定
す

る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、
前
年
ま
で
の
赤

字
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
経
常
利
益
が
出
る
よ

う
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
年
々
支
払
い
利
息
が

下
が
っ
て
い
き
、
そ
の
分
毎
年
経
常
利
益
が
多

く
な
り
、
そ
の
後
広
見
町
と
日
吉
村
が
統
合
さ

れ
鬼
北
町
と
な
り
ま
す
ま
す
経
常
利
益
が
多
く

な
り
、
資
本
金
も
平
成
15
年
に
は
４
千
９
百
万

円
だ
っ
た
の
が
、
令
和
３
年
に
は
13
億
余
り
に

な
り
ま
し
た
。
水
道
法
第
14
条
第
２
項
第
１
号

に
、
料
金
が
、
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る

適
正
な
原
価
に
照
ら
し
、
健
全
な
経
営
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
公
正
妥
当
な
も
の
で
あ
る

こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
規
定

す
る
基
準
を
適
用
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省

令
で
、
水
道
法
施
行
規
則
第
12
条
第
１
項
第
４

号
で
、
料
金
が
、
お
お
む
ね
三
年
を
通
じ
財
政

の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
法
律
は
誰
の
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
早
急
に
検
討

を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
鬼
北
町
民

の
こ
と
を
思
う
と
町
民
に
や
さ
し
い
料
金
に
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

三
島
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
始
動

髙橋　聖子

　

三
島
地
区
の
三
島
住
人
に
よ
る
三
島
住
人
の

た
め
の
お
出
か
け
支
援
「
三
島
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
が
令
和
４
年
12
月
よ
り
試
験
運
行
が
始

ま
り
、
１
日
、
三
島
公
民
館
で
出
発
式
が
執
り

行
わ
れ
、
住
民
待
望
の
「
三
タ
ク
」
が
走
り
出

し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
の
初
協
議
か
ら
３
年
10
月
準
備
委

員
会
の
設
立
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
説
明
会
を

経
て
令
和
４
年
度
三
島
地
区
住
民
輸
送
協
議
会

を
設
置
、
９
月
に
は
名
称
を
委
員
会
発
案
の
三

島
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会
に
変
更
し

実
現
に
向
け
て
進
ん
で
ゆ
き
ま
し
た
。

　

企
画
か
ら
組
織
作
り
、
車
両
の
選
定
各
方
面

の
届
け
出
他
、
企
画
振
興
課
の
担
当
の
方
々
に

助
言
、
お
骨
折
り
頂
き
、
こ
の
日
を
む
か
え
ま

し
た
。

　

運
転
は
三
島
地
区
の
各
部
落
か
ら
住
民
の
有

志
13
人
が
交
代
で
行
い
ま
す
。

　

顔
見
知
り
の
人
が
運
転
手
と
い
う
の
は
、
安

心
し
て
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
北
宇
和
病
院
、
日
吉
診
療
所
へ

向
か
う
便
（
往
路
の
み
）、
午
後
か
ら
は
三
島

地
区
内
の
み
の
運
行
の
予
定
。

　

自
宅
ま
で
送
迎
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
今

ま
で
公
民
館
の
教
室
や
、
ま
と
ま
っ
た
買
い
物

に
も
気
軽
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
初
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
中
は
効
果
検
証
を
行
い
、
利
用
者
の
意
見
を

基
に
三
島
地
区
独
自
の
新
し
い
公
共
交
通
を
実

現
し
、
住
民
が
健
や
か
に
活
き
活
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
よ
り
身
近
な
お
出
か
け
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
保
存
整
備

活
用
計
画
に
つ
い
て

中山　定則

　

等
妙
寺
旧
境
内
は
、
旧
等
妙
寺
跡
と
し
て
地

元
に
伝
わ
る
伝
承
や
記
録
が
あ
り
、
古
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
の
現
地
踏
査
に
よ
り
遺
跡
の
存
在

が
確
認
さ
れ
、
平
成
６
年
度
か
ら
は
遺
跡
の
試

掘
調
査
が
始
ま
り
、
平
成
20
年
３
月
28
日
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
完
成
し
、
間

も
な
く
一
般
公
開
と
な
り
ま
す
。
史
跡
の
保
存

整
備
活
用
に
つ
い
て
、
６
月
定
例
会
で
一
般
質

問
し
ま
し
た
。

問　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
今
年
度
完
成
予
定

で
あ
る
が
、
平
坦
部
Ａ
、
展
望
場
、
そ
の

他
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
坦
部
Ａ
は
、
令
和
５
年
度
に
案
内
板
・

解
説
板
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
展
望

場
は
、
令
和
２
年
度
に
２
か
所
設
置
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
や
休
憩
所
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
管
理
運
営
方
法
、

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
は
揃
っ
て
い
る
か
等
に

つ
い
て
問
う
。

答　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
管
理
運
営
方
法
に

つ
い
て
は
、
施
設
や
史
跡
を
活
か
し
た
取

り
組
み
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
、
配
置
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、
史
跡
の

活
用
を
前
提
と
し
た
施
設
で
あ
り
、
史
跡

の
維
持
管
理
・
活
用
を
含
め
た
形
で
の
運

営
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

か
ら
、
史
跡
等
妙
寺
サ
ポ
ー
タ
ー
（
仮
称
）

を
募
集
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
30
年
が
経
過

し
、
い
よ
い
よ
一
般
公
開
に
な
り
ま
す
。
今
後

〈三島ふれあいタクシー〉

〈旧等妙寺跡〉
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も
史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
保
存
整
備
活
用
基
本
計

画
書
に
よ
り
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
多
く

の
町
民
が
集
う
史
跡
と
な
り
、
鬼
北
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
活
動

末廣　　啓

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
、
縮
小
、
制
限
さ
れ
る
中
、
愛
治
地
区
で

は
11
月
５
・
６
日
の
両
日
、「
愛
治
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
が
自
治
会
、
公
民
館
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、公
民
館
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
、

文
化
部
門
で
は
11
の
講
座
が
８
月
初
め
か
ら
10

月
末
ま
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
牛
鬼
頭
作

り
、
水
引
細
工
、
絵
手
紙
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
、

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
、
将
棋
教
室
、
ま
た
生

前
整
理
教
室
等
々
、
多
種
多
様
な
講
座
が
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
地
区
住
民
を
対
象
に
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
様
々

な
作
品
が
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
中
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
私
も
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
に
参

加
し
、
講
師
の
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら

四
苦
八
苦
し
て
、
満
足
の
一
品
を
製
作
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
各

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
新
品
又
は
新
品
同
様
の
食

器
、
タ
オ
ル
、
電
化
製
品
、
ベ
ッ
ド
な
ど
を
安

価
で
販
売
し
来
場
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
両
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
は
じ
め
、
２
日
間
で
延

べ
４
０
０
人
程
の
来
場
者
が
あ
り
、作
品
鑑
賞
、

俳
句
投
票
、
バ
ザ
ー
で
の
買
い
物
、
そ
し
て
何

よ
り
３
回
に
わ
た
る
２
俵
の
も
ち
ま
き
等
、
秋

の
一
日
を
存
分
に
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

公
民
館
で
は
住
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
も

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
運
動
会
や
球
技
大
会
が

出
来
な
か
っ
た
代
替
に
、
卓
球
、
モ
ル
ッ
ク
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、レ
ク
バ
レ
ー
、ゴ
ル
フ
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
大
会
を
企
画
・
開
催
さ
れ
、
３
Ｂ
体

操
や
ヨ
ガ
教
室
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
公
民
館
活
動
は
住
民
の
新
し
い
事

へ
の
挑
戦
意
欲
を
駆
り
立
て
た
り
、
再
挑
戦
へ

の
気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
し
た
り
す
る
こ
と
で
自

己
研
鑽
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
講
座
や
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
人

と
人
と
が
繋
が
り
、
そ
こ
に
は
会
話
が
生
ま
れ

ま
す
。
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
も
多
く
、
人
と
の
出
会

い
、
会
話
、
笑
顔
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
の
地
区
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
、
大
変
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
講
座

等
を
企
画
い
た
だ
き
、大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
、

さ
ら
な
る
住
民
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
そ
し
て
繋
が

り
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
全
体
に
笑

顔
が
溢
れ
、
活
性
化
し
、
地
域
力
、
組
織
力
が

さ
ら
に
向
上
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
住
民
の
多
く
が
潤
う
よ
う
な
公
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民
館
活
動
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

奈
良
山
等
妙
寺

山本　博士

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
奈
良
山
等
妙
寺
住

職
、
関
秀
圓
和
尚
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

秀
圓
和
尚
は
、
奈
良
山
等
妙
寺
第
四
十
三
世

住
職
で
す
。
佛
教
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
通

信
教
育
課
程
及
び
延
暦
寺
学
園
叡
山
学
院
卒

業
。
平
成
十
二
年
六
月
よ
り
宇
和
島
市
三
間
町

波
岡
の
真
殊
山
妙
光
寺
住
職
を
さ
れ
な
が
ら
、

平
成
十
三
年
よ
り
平
成
十
八
年
ま
で
三
間
町
役

場
で
勤
務
さ
れ
、
合
併
に
よ
り
、
宇
和
島
市
役

所
で
平
成
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
五
年
ま
で
勤

務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
よ
り
当
山
、
奈
良
山
等

妙
寺
住
職
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
年
頃
か
ら
平
成
十
三
年
、
平

成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
末
ま
で
鬼

北
チ
グ
リ
ー
ニ
ョ（
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）の
コ
ー

チ
を
さ
れ
、
平
成
十
七
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
三

間
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
を
さ
れ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。

奈
良
山
等
妙
寺　

第
四
十
三
世
住
職

関　

秀
圓

〈
伝
教
大
師
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念
特
別
展
〉

　「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」
へ
の
出
陳
に

つ
い
て
・
・
・
菩
薩
遊
戯
坐
像
と
両
界
曼
荼
羅

　

こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
寄
稿
の
機
会
を
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
等
妙
寺
に
つ
い
て
、
簡
単
に

説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
等
妙
寺
は

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
天
台
宗
で
京
都
の

法
勝
寺
を
拠
点
に
戒
律
を
復
興
し
た
恵
鎮
円
観

（
え
ち
ん
え
ん
か
ん
）（
一
二
八
一
～
一
三
五
六
）

〈愛治ふれあい祭り〉
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の
孫
弟
子
、
理
玉
（
り
ぎ
ょ
く
）
に
よ
っ
て
開

創
さ
れ
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
後
醍
醐
天

皇
の
勅
願
寺
に
な
り
、
相
模
宝
戒
寺
（
さ
が
み

ほ
う
か
い
じ
）、加
賀
薬
師
寺
、肥
後
鎮
興
寺（
ひ

ご
ち
ん
こ
う
じ
）
と
と
も
に
法
勝
寺
流
円
頓
戒

（
ほ
っ
し
ょ
じ
り
ゅ
う
え
ん
ど
ん
か
い
）
の
伝

戒
場
「
遠
国
四
箇
戒
場
（
お
ん
ご
く
し
か
か
い

じ
ょ
う
）」
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
法
勝
寺

流
と
い
う
重
授
戒
灌
頂
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
か
い
か

ん
じ
ょ
う
）
と
い
う
、
天
台
宗
で
重
要
な
授
戒

儀
式
を
全
国
で
当
寺
と
他
三
ヶ
寺
の
地
方
四
ヵ

寺
に
限
定
し
、
天
台
宗
内
で
独
自
の
立
場
を
築

い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
火
災
に
よ
り

全
焼
し
た
が
、
山
麓
の
現
在
地
に
場
所
を
移
し

江
戸
時
代
に
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
庇
護
を
受
け

再
興
さ
れ
、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

旧
境
内
地
は
山
岳
信
仰
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重

な
中
世
遺
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
伝
教
大
師
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌
記
念

の
特
別
展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」
の
開

催
に
あ
た
り
、
当
寺
の
秘
仏
で
あ
る
『
菩
薩
遊

戯
坐
像
（
ぼ
さ
つ
ゆ
げ
ざ
ぞ
う
）』
と
『
両
界

曼
荼
羅
（
り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ
ら
）』
を
九
州
・

京
都
両
国
立
博
物
館
の
担
当
者
よ
り
お
話
を
い

た
だ
き
、
住
職
、
総
代
会
に
よ
り
協
議
の
上
、

是
非
と
も
出
展
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
出
陳
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
本

来
、
菩
薩
遊
戯
坐
像
に
関
し
て
は
、
六
十
年
に

一
度
の
御
開
帳
の
秘
仏
で
あ
り
本
年
が
そ
の

年
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
伝
教
大
師
の

一
二
〇
〇
年
の
御
恩
忌
と
等
妙
寺
開
創
七
〇
〇

年
と
い
う
こ
と
で
特
別
に
出
陳
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
出
展
さ
れ
た
仏
像
と
、
両
界
曼
荼
羅

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
、
当
寺
に
ご
本
尊
「
伝
・
如
意
輪
観
音

像
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
「
菩
薩
遊
戯
坐
像
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

寺
で
は
如
意
輪
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お

り
、立
て
た
左
ひ
ざ
に
仰
掌
し
た
左
手
を
置
き
、

右
足
を
踏
み
上
げ
、
右
手
を
つ
い
て
頑
丈
に
く

つ
ろ
ぐ
姿
に
作
っ
て
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
座
り

方
を
遊
戯
坐
（
ゆ
げ
ざ
）
と
い
い
観
音
様
の
遊

戯
坐
像
は
中
国
の
宋
か
ら
元
時
代
に
か
け
て
流

行
し
、
日
本
で
も
鎌
倉
時
代
に
鎌
倉
周
辺
の
禅

宗
寺
院
を
中
心
に
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
左

足
を
立
膝
と
す
る
像
は
こ
の
像
だ
け
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
運
慶
や
快
慶
に
代
表
さ
れ
る
慶
派

仏
師
の
作
品
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
菩
薩
遊
戯
坐
像
」
は
特
別
展
の
目
玉

と
し
て
、
他
の
展
示
物
と
は
少
し
離
れ
て
、
展

示
室
の
中
央
に
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
来
館
さ
れ

る
人
々
の
注
目
を
集
め
て
、
開
催
期
間
中
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
イ
ケ
メ
ン
な
仏
像
と
し
て
話
題

に
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
感
想
と
し
て
、「
こ
れ
ほ
ど

き
れ
い
な
お
顔
を
し
た
仏
像
に
出
会
っ
た
こ
と

が
な
い
」、「
イ
ケ
メ
ン
す
ぎ
る
」
な
ど
の
コ
メ

〈菩薩遊戯坐像〉
（伝・如意輪観音）
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ン
ト
が
あ
り
、
注
目
の
高
さ
を
伺
え
ま
し
た
。

本
来
は
、
等
妙
寺
開
創
七
〇
〇
年
で
あ
っ
た

二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
に
特
別
御
開
帳
を

当
寺
で
行
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
西
予
市
の
愛
媛
県
歴

史
文
化
博
物
館
で
特
別
展
を
開
催
す
る
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
町
民
の
方
々

や
檀
家
の
方
々
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
出
陳
に
際
し
て
、
九
州
国
立

博
物
館
で
仏
像
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
が
行
わ
れ
、

仏
舎
利
を
納
め
た
五
輪
塔
が
胎
内
佛
と
し
て
納

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
両
界
曼
荼
羅
」
で
す
が
、
曼
荼
羅

と
は
、
密
教
の
修
法
時
に
お
堂
に
掛
け
た
り
、

お
堂
の
床
に
敷
い
た
り
す
る
、
仏
様
が
た
く
さ

ん
描
か
れ
た
軸
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
真
言
宗

で
、
部
屋
が
九
つ
に
区
切
ら
れ
た
金
剛
界
曼
荼

羅
（
こ
ん
ご
う
か
い
ま
ん
だ
ら
）
は
有
名
で
す

が
、
当
寺
の
金
剛
界
曼
荼
羅
は
八
十
一
尊
曼
荼

羅
と
い
い
天
台
宗
独
自
の
曼
荼
羅
で
あ
り
、
真

言
宗
の
金
剛
界
曼
荼
羅
の
中
心
の
部
屋
の
成
身

会
（
じ
ょ
う
し
ん
え
）
だ
け
が
描
か
れ
た
曼
荼

羅
で
、室
町
時
代
の
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）

に
今
城
左
衛
門
尉
能
光
が
当
時
の
等
妙
寺
の

塔
頭
で
あ
る
智
光
院
に
寄
進
し
た
も
の
で
間
違

い
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
天
台
宗
独
自
の
両
界

曼
荼
羅
は
全
国
に
四
対
ほ
ど
し
か
残
っ
て
お
ら

ず
、
中
で
も
、
保
存
状
態
は
ほ
か
の
も
の
に
比

べ
、
比
較
的
良
い
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
特
別
展
に
出
陳
さ
れ
た

二
点
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
そ
の
他
の
寺
宝
に

関
し
て
も
現
在
、
鬼
北
町
教
育
委
員
会
や
愛
媛

県
、
国
の
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
保
存
修

理
や
研
究
、
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た

な
発
見
が
今
後
も
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
、
議
会
だ
よ
り

の
貴
重
な
ス
ペ
ー
ス
を
い
た
だ
き
、
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て
締
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て

福原　良夫

　

今
回
は
、健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

と
言
う
の
も
自
分
自
身
が
２
回
も
椎
間
板
ヘ

〈両界曼荼羅〉
（左：金剛界・右：胎蔵界）
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ル
ニ
ア
に
な
り
痛
い
目
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
、

２
０
２
１
年
12
月
に
１
回
な
り
、
今
年
９
月
に

２
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
回
目
も
２
回
目
も
少
し
ず
つ
痛
み
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
入
院
す
る
前
の
日
は
ど
う
に
も

止
ま
ら
な
い
激
痛
が
き
て
、
１
回
目
は
夜
中
の

12
時
頃
救
急
車
で
市
立
病
院
に
行
き
、
そ
の
時

は
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
し
て
も
ら
い
帰
り
ま
し
た

が
、
翌
日
ま
た
痛
く
な
り
、
入
院
し
ま
し
た
。

12
月
は
ち
ょ
う
ど
議
会
定
例
会
の
月
で
し
た

が
、
入
院
し
た
た
め
に
欠
席
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
回
目
も
、
５
～
６
月
に
か
け
て
腰
の
痛
み

が
少
し
ず
つ
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
気
に

も
せ
ず
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
30
日

に
激
痛
が
き
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
し
て
帰
り

ま
し
た
が
、
９
月
１
日
に
ま
た
激
痛
が
き
て
、

今
度
は
良
い
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
し
て
帰
り
ま
し

た
が
、
そ
の
時
は
注
射
が
効
い
て
す
っ
か
り
良

く
な
っ
た
と
思
い
き
や
、
家
に
着
く
と
ま
た
痛

み
出
し
、
病
院
に
入
院
と
い
っ
た
次
第
で
す
。

こ
の
注
射
も
結
果
的
に
２
時
間
く
ら
い
し
か
効

き
目
が
な
か
っ
た
で
す
。
９
月
８
日
が
手
術
日

で
し
た
が
、
痛
み
も
少
し
収
ま
っ
て
き
た
の
で

少
し
様
子
を
み
な
が
ら
と
言
わ
れ
て
、
結
果
的

に
２
週
間
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

22
日
午
後
４
時
か
ら
手
術
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
食
事
は
な
し
、
お
茶
と
経
口

補
水
液
は
感
染
症
腸
炎
、
感
冒
に
よ
る
下
痢
発

熱
、
ま
た
脱
水
を
伴
う
熱
中
症
に
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
全
身
麻
酔
で
す
か

ら
、
少
し
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
に
任

す
以
外
に
な
い
の
で
す
か
ら
。
で
も
、
大
丈
夫

で
す
。
７
時
頃
に
は
病
室
に
無
事
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
で
も
、
麻
酔
が
戻
っ
た
後
の
痛
い
こ

と
。
こ
れ
は
、
手
術
を
し
た
人
で
な
い
と
わ
か

ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

　

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
５
個
の
腰
椎
が
椎

間
板
と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
た
軟
骨

で
連
結
さ
れ
、
そ
の
後
方
部
が
脊
柱
管
と
言
わ

れ
、
馬
尾
神
経
が
入
っ
て
い
ま
す
。
椎
間
板
が

突
出
し
て
神
経
を
圧
迫
し
、
そ
の
部
分
に
炎
症

が
起
こ
っ
て
腰
痛
、
下
肢
痛
を
引
き
起
こ
す
病

気
で
す
。
原
因
は
不
明
な
点
が
多
い
そ
う
で
す

が
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
重
労
働　

②
ヘ
ル
ニ
ア
素
因
の
あ
る
人　

③

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人　

④
外
傷
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人　

⑤
タ
バ
コ
を
１
日
10
本
吸
う
と

20
％
リ
ス
ク
ア
ッ
プ
。

　

ヘ
ル
ニ
ア
の
再
発
率
は
、
約
５
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。確
実
な
予
防
策
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

前
の
５
つ
の
事
を
守
っ
て
、
再
発
防
止
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　

健
康
と
は
、
睡
眠
、
食
事
、
運
動
な
ど
、
賢

く
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
心
身
と
も
に
充
実
の
毎

日
を
。
町
の
健
康
診
断
も
受
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

〈ペタンク大会にて〉
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議
会
報
告

程内　　覺

　

私
は
、
令
和
４
年
６
月
議
会
及
び
９
月
議
会

に
お
い
て
、
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
報
告
し
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
主
に
、
小
中
学
校
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
私
は
子
供
達
が
成
長
し
て

い
く
過
程
で
は
、
あ
る
程
度
の
人
数
規
模
で
の

教
育
環
境
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
、
再
編

の
必
要
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
５
月
現
在
、
日
吉
25
名
、
三
島
38
名
、
愛
治

14
名
、
泉
38
名
、
好
藤
32
名
、
近
永
２
０
０
名
、

町
内
６
小
学
校
合
わ
せ
て
３
４
７
名
の
児
童
、

日
吉
中
13
名
、
広
見
中
１
６
９
名
の
生
徒
数
の

現
状
を
思
う
時
、
現
在
の
学
校
数
の
ま
ま
で
い

い
の
か
と
考
え
ま
す
が
、
鬼
北
町
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
学
識
経
験
者
21

名
の
皆
さ
ん
で
慎
重
に
協
議
さ
れ
た
結
果
、
令

和
７
年
度
に
再
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

７
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
答
申
に
な
る
の
か
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
は
、
農
家
支
援
策
、
森

の
三
角
ぼ
う
し
、
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
の
３
点
に
つ
い

て
質
問
し
、
中
で
も
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
近

永
駅
舎
改
築
に
付
随
し
た
関
係
の
中
で
、
現
鬼

北
町
に
は
無
い
観
光
協
会
を
立
ち
上
げ
、
駅
舎

内
で
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
質
問
し
ま

し
た
。
現
状
の
観
光
案
内
は
商
工
会
や
企
画
振

興
課
内
の
町
職
員
が
担
当
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
案
内
は
し
て
い
ま
す
が
、業
務
多
忙
の
中
、

現
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
案
内
等
は
あ
ま
り
で

き
て
い
る
と
は
感
じ
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、
直
属
の
部
署
を
作
り
、
観
光
振
興

を
図
り
、
観
光
客
や
交
流
人
口
増
を
考
え
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
町
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ

た
場
所
、
誇
れ
る
所
、
人
々
が
い
る
と
思
い
ま

す
。
町
長
の
答
弁
で
は
、
観
光
事
業
者
は
必
要

不
可
欠
で
設
立
は
急
務
と
し
た
上
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
な
ど
を
含
め
て
組

織
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

近
永
駅
に
関
し
、
令
和
４
年
６
月
定
例
議
会

で
上
程
さ
れ
ま
し
た
、
近
永
駅
改
築
工
事
予
算

で
、
私
は
考
え
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
、
否
決

し
ま
し
た
。

　

議
会
後
、
議
長
の
計
ら
い
で
、
近
永
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
住
民
懇
談
会
で
は
、
参
加
さ

れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
厳
し
い
意
見
も
多
く

頂
き
ま
し
た
が
、
強
い
思
い
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
食
い
違
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
懇
談
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
我
々
議
員
も
、
鬼
北
町

の
玄
関
口
に
な
る
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
を
起
点
と
し

て
、
鬼
北
町
の
活
性
化
を
目
指
す
思
い
は
全
員

同
じ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

〈衆議院会館にて〉
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鬼
北
町
監
査
新
体
制

及
び
議
員
活
動
に
つ
い
て

松浦　　司

◯　

は
じ
め
に

　

鬼
北
町
監
査
委
員
を
務
め
て
お
り
ま
す
松
浦

司
で
す
。
今
回
は
新
監
査
員
の
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◯　

新
監
査
委
員
の
紹
介

　

鬼
北
町
監
査
委
員
は
、
鬼
北
町
長
よ
り
任
命

さ
れ
議
会
で
同
意
さ
れ
た『
識
見
を
有
す
る
者
』

で
あ
る
代
表
監
査
委
員
と
議
会
か
ら
選
出
の
監

査
委
員
２
名
と
議
会
事
務
局
兼
務
の
補
助
職
員

２
名
の
計
４
名
体
制
で
、
鬼
北
町
の
財
政
・
事

務
処
理
等
を
精
査
し
、
各
課
の
状
況
や
毎
月
の

現
金
の
流
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
鬼
北
町
の
前
年

度
決
算
が
適
正
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
仕

事
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
監
査
委
員
の
任
期
は
、
４
年
と
義
務

付
け
さ
れ
て
お
り
今
年
３
月
に
任
期
満
了
を
迎

え
ら
れ
た
上
甲
康
夫
氏
が
退
任
さ
れ
、
４
月
よ

り
新
し
く
田
中
清
志
氏
が
着
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
田
中
氏
は
、
長
年
民
間
大
手
企
業
の
経
理

畑
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ま
れ
、
退
職
後
は
地
元
企

業
の
会
計
等
に
携
わ
れ
、
手
腕
を
発
揮
さ
れ
て

い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
鬼
北
町
会
計
の

中
に
は
、
企
業
会
計
も
含
ま
れ
て
お
り
鬼
北
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

田
中
氏
は
、『
監
査
の
着
眼
点
と
し
て
「
業

務
の
有
効
性
及
び
効
率
性
」「
財
務
報
告
の
信

頼
性
」「
業
務
に
関
す
る
法
令
等
の
遵
守
」
並

び
に
「
資
産
の
保
全
」
が
有
効
に
機
能
し
て
い

る
か
』
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
わ
れ
ま
す
。

◯　

議
員
活
動
報
告

　

去
る
、
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
４
年

度
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
員
歴
20
年
の
表

彰
の
栄
に
浴
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
６
期
目
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
が
、
過
ぎ
て
み
れ
ば
20
年
は
長
い
様
で
短
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
鬼
北
町
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
旧
広
見
町
・
日
吉
村
で
の

合
併
に
始
ま
り
、
空
家
の
増
加
・
商
店
街
の
空

洞
化
・
公
共
交
通
機
関
の
低
下
な
ど
住
民
生
活

問
題
や
働
き
口
の
減
少
・
耕
作
放
棄
地
の
増
大

な
ど
産
業
基
盤
の
問
題
が
特
に
顕
著
と
な
っ
て

い
ま
す
。
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
い
鬼
北
町

〈定期監査〉

〈四国地区町村議会議長会表彰
（議員在職 20 年）〉
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全
体
の
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

特
に
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て

は
限
界
集
落
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
生
活
維
持
が

困
難
な
地
域
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
現
状
打
破
に
向
け
貢
献
い
た
し
ま
す
。

 

今
後
も
驕
る
こ
と
な
く
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

地
方
議
員
の
使
命
で
あ
る
『
鬼
北
町
の
政
策
を

適
切
に
精
査
し
決
定
す
る
こ
と
』『
行
財
政
の

運
営
・
事
務
処
理
及
び
実
施
状
況
を
監
視
す
る

こ
と
』『
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
』
を

弁
え
行
動
し
、鬼
北
町
監
査
員
又
議
員
と
し
て
、

鬼
北
町
発
展
の
為
に
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

赤松　俊二

　

本
町
は
、
総
面
積
の
約
８
割
を
森
林
が
占

め
て
お
り
、
町
内
の
民
有
林
の
う
ち
、
除
間

伐
な
ど
の
育
林
整
備
を
必
要
と
す
る
森
林
は
、

１
万
２
５
８
２
ｈ
ａ
あ
り
、
そ
れ
ら
は
早
急
な

森
林
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
新
た

な
事
業
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い

て
９
月
定
例
会
で
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

答　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
計
画
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
度
か
ら
、
企
業
誘
致
と
し
て
事

業
化
に
向
け
た
協
議
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

計
画
と
し
て
は
遅
れ
気
味
で
は
あ
る
が
、
令

和
６
年
10
月
頃
の
稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い

る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

問　

町
が
行
う
側
面
的
支
援
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
な
の
か
。

答　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
町
内
の
林

業
事
業
体
お
よ
び
木
材
原
木
市
場
を
対
象
と

し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
林
業
新
規
就
業

者
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
加
え
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
安
定
答
供
給
に
つ

な
が
る
林
業
機
械
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

問　

燃
料
と
な
る
原
料
の
安
定
的
な
供
給
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
の

か
。

答　

令
和
３
年
に
は
、「
鬼
北
町
木
質
資
源
有

効
利
用
協
議
会
」
の
構
成
員
と
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
者
と
の
間
で
、「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
安
定
供
給
協
定
」
が
締
結
さ

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
は
、
地
元
雇
用
の
増

加
や
町
内
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
が
出
来

る
事
業
と
考
え
ま
す
。
ま
た
同
時
に
地
域
で
生

〈視察研修にて〉
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み
出
す
こ
と
の
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
資
源
循
環
型
社
会
に
も
繋

が
り
ま
す
。
今
後
本
町
に
お
い
て
も
そ
の
仕
組

み
づ
く
り
を
構
築
し
、
地
域
に
お
け
る
生
産
木

材
の
有
効
な
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

林
業
振
興
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。議

長
職
に
あ
た
っ
て

芝　　照雄

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
・
議

会
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
事
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

議
長
に
就
い
て
か
ら
今
日
ま
で
の
活
動
等
を

報
告
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
皆
様
と
同
様

に
行
動
制
限
、
感
染
症
対
策
に
悩
ま
さ
れ
た
年

で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
事
は
、
や
は
り

全
国
の
議
長
、
副
議
長
が
集
う
会
が
あ
り
、
議

員
の
資
質
向
上
、
議
長
と
し
て
の
責
任
、
行
政

と
議
会
と
の
調
整
役
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

令
和
４
年
11
月
に
行
わ
れ
た
第
66
回
町
村

議
会
議
長
全
国
大
会
で
は
、
三
つ
の
特
別
決
議

が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
地
方
議
会
の
位
置
付

け
、
地
方
自
治
法
の
改
正
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

鬼
北
町
議
会
で
も
、
先
輩
議
長
さ
ん
か
ら

の
引
き
継
ぎ
も
あ
り
12
月
議
会
で
議
会
改
革

に
着
手
す
べ
く
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
約
１
年
間
を
か
け
て
、
調
査
・
審
査

す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
11
月
下
旬

に
行
い
ま
し
た
中
学
生
と
の
模
擬
議
会
で
は
、

中
学
生
に
よ
る
議
場
で
の
議
会
体
験
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
の
質
疑
等
も
あ
り
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
将
来
の
鬼
北
町
を
担

う
人
材
と
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
の
他
ま
だ
ま
だ
報
告
し
た
い
事
は
あ
り

ま
す
が
、
議
長
と
し
て
の
約
２
年
忙
し
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
時
を
過
ご

せ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
も
町
民
目
線
で
議
論
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈ＮＨＫホールにて〉
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町
民
の
声

芝　

慶
三

　

令
和
２
年
８
月
に
鬼
北
町
の
人
口
が
１
万
人

を
切
り
ま
し
た
。
衝
撃
で
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
２
期

鬼
北
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
で

２
０
６
０
年
の
推
定
人
口
は
３
６
１
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り
寂
し
い
数
字
で
す
。

こ
の
数
字
に
25
％
上
積
み
し
て
２
０
６
０
年
の

目
標
人
口
を
約
４
５
１
３
人
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
も
寂
し
い
。
そ
し
て
そ
の
年
、
１
０
６

歳
に
な
る
私
は
た
ぶ
ん
町
民
に
数
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
も
な
お
寂
し
い
。

　

出
生
率
が
上
が
れ
ば
人
口
は
増
え
ま
す
。
そ

れ
に
は
若
い
世
代
が
働
け
て
、
結
婚
で
き
、
子

育
て
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
、

企
業
誘
致
、医
療
環
境
や
買
い
物
施
設
の
充
実
。

そ
し
て
、
減
税
、
保
育
料
・
授
業
料
・
給
食
費
・

医
療
費
の
完
全
無
料
化
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
で
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
お

気
付
き
の
通
り
、
こ
の
よ
う
な
方
策
の
ほ
と
ん

ど
は
財
源
が
あ
れ
ば
ど
の
市
町
村
で
も
で
き
る

こ
と
で
す
。
結
局
、
鬼
北
町
に
魅
力
が
な
い
と

だ
め
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
魅
力
の
一
つ
は
鬼
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
な
に
せ
魅
力
の
魅
は
鬼
か
ら
で
き
て
い

ま
す
か
ら
。
現
に
鬼
の
町
づ
く
り
は
町
を
挙
げ

て
進
行
中
で
す
。
そ
こ
で
私
も
少
し
鬼
の
町
づ

く
り
を
妄
想
し
て
み
ま
し
た
。
以
下
ご
笑
読
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
ず
、
既
存
の
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
町
を
知
り

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

鬼
の
造
形
大
賞
の
入
選
作
品
を
街
頭
や
保
育

所
、
学
校
、
企
業
等
に
展
示
し
て
も
ら
っ
て
鬼

の
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
要
望
に
応
じ
本
体

あ
る
い
は
レ
プ
リ
カ
を
販
売
し
ま
す
。
ゆ
く
ゆ

く
は
一
家
に
一
鬼
に
な
れ
ば
ど
こ
に
行
っ
て
も

鬼
だ
ら
け
。
余
談
で
す
が
、
う
ち
の
玄
関
に
は

赤
鬼
が
お
り
ま
す
。

　

鬼
王
丸
の
絵
本
が
２
０
１
５
年
に
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
に
し
て
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
す
れ
ば
話
題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

新
し
い
発
想
や
発
信
も
必
要
で
す
。

　

レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
て
歌
を

作
り
ま
す
。「
鬼
王
丸
ブ
ル
ー
ス（
仮
題
）」と「
柚

鬼
姫
慕
情
（
仮
題
）」。
有
線
放
送
に
み
ん
な
で

リ
ク
エ
ス
ト
し
て
一
度
で
も
流
れ
れ
ば
し
め
た

も
の
で
す
。
つ
い
で
に「
鬼
王
丸
音
頭
」も
作
っ

て
も
ら
え
ば
い
ろ
い
ろ
使
い
道
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

先
の
街
頭
の
鬼
の
一
つ
に
鬼
灯
を
持
た
せ
ま

す
。
鬼
灯
の
花
言
葉
の
中
に
「
私
を
誘
っ
て
」

と
い
う
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
片
想
い
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今
回
の
住
民
懇
談
会
を
経
て
感
じ
た
こ
と

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
議
員
の
方
々
と
の
意

見
は
違
え
ど
も
地
域
へ
の
思
い
入
れ
、
鬼
北
町

へ
の
思
い
入
れ
は
一
諸
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
ま
た
今
後
も
色
々
な
形
に
し
て

住
民
の
皆
様
と
触
れ
合
う
場
を
設
け
て
、
鬼
北

町
の
未
来
を
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
に
誇
れ
る

形
に
持
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
男
女
が
こ
の
鬼
に
思
い
を
託
し
た
鬼
灯
を
供

え
る
と
相
手
が
振
り
向
い
て
く
れ
る
と
い
う
伝

説
を
創
り
ま
す
。
片
想
い
の
聖
地
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
食
用
鬼
灯
の
宣
伝
に
も
な
り
ま

す
。

　

最
後
の
妄
想
は
、
日
吉
夢
産
地
の
柚
鬼
姫
を

ご
祭
神
と
し
て
柚
鬼
姫
神
社
と
し
ま
す
。「
家

内
安
全
」「
安
産
」「
恋
愛
成
就
」
等
々
の
全
能

の
女
神
で
す
。
そ
の
小
さ
な
分
社
を
Ｊ
Ｒ
近
永

駅
の
敷
地
内
に
も
作
り
ま
す
。
分
社
に
ど
な
た

か
が
提
案
さ
れ
て
い
た
「
鬼
く
じ
」
を
置
き
ま

す
。
鬼
く
じ
を
鬼
灯
の
形
に
す
れ
ば
片
想
い
の

聖
地
と
食
用
鬼
灯
と
の
相
乗
効
果
も
見
込
め
ま

す
。

　

叶
う
な
ら
私
が
生
き
て
い
る
間
に
も
う
一
度

１
万
人
を
超
え
た
町
を
見
た
い
も
の
で
す
。

「
住
民
懇
談
会
」
を
終
え
て

芝　

照
雄

　

令
和
４
年
８
月
２
日
に
近
永
公
民
館
２
階
講

堂
で
「
近
永
駅
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
題
し

て
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い

た
だ
き
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
聞
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
企
画
振
興
課
か
ら
「
近
永
駅
周
辺

賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
議
会

か
ら
は
、
６
月
の
令
和
４
年
第
２
回
鬼
北
町
議

会
定
例
会
の
議
案
の
「
令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
１
号
」
の
否
決
に
つ
い
て
と
「
Ｊ

Ｒ
四
国
予
土
線
の
維
持
存
続
に
つ
い
て
」
の
研

修
報
告
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
て
会
議
を
進
め
る
中
、
や
は

り
住
民
の
方
の
関
心
は
議
案
の
否
決
問
題
に
あ

り
、
議
員
一
人
一
人
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
さ

れ
て
、
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

〈近永公民館にて〉

© 海洋堂 / 鬼北町
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中学生の議会見学会の開催について

赤松　俊二

　11 月 30 日午後２時から鬼北町議会議場で広見中学校３年生、日吉中学校生及び教職員を
招き模擬議会を開催し、鬼北町議会の役割や仕組みを知っていただき理解を深めてもらいま
した。
　開会に先立ち芝議長から「全国的に町村議
会の議員不足等の状況を話し、議会に対する
理解を深めていただき将来の議員候補になっ
ていただきたい」と挨拶がありました。
　まず、各議員が自己紹介を行い、次に事務
局長から、町議会の仕組みについて資料を基
に説明を行いました。その後それぞれの理事
者及び担当課長等の役割に分かれ、定例議会
における一般質問及び議案審議の様子を再現
いたしました。
　一般質問では「学校給食費の無償化について」の答弁で、教育長に扮した議員から答弁を
行い、現状の給食費の経費の内容及び町の補助の状況を説明し、給食費無償化のための課題
と財政支出を説明し、理解を求める答弁を行いました。
　次に、議案第１号として「鬼北町ネット・ゲーム依存症対策条例の制定について」と題し
て、提案理由の説明、議案に対する質疑、反対及び賛成討論、採決と審議を行い、採決の結
果否決されるという本番さながらの議会の審議状況を再現いたました。
　つづいて、議案第２号として「令和４年度鬼北町一般会計補正予算について」提案理由の
説明と、担当課長による予算内容の詳細説明が行われ、議員からの質問及び理事者からの説
明を行い、議会で予算案が審議され予算が決定されるまでの一連の流れを理解いただきまし
た。その後中学生から、鬼北町に対する要望等の意見をいただきました。
　広見中学校生徒からは、「普段に自由に使える広場等の遊べる場所が欲しい」という意見
があり、議会でも屋根付きドームなどの提案をしたことがあり、今後も地域の要望と合わせ
町に対して提案をしていきたいと回答し理解を得ました。
　また、日吉中学生徒からは、「若者が地域に残れる対策はないか」と質問があり、議会と
しても大変難しい永遠のテーマであるが、若者が残りたいと思える地域を目指したいと答え
ました。
　全体を通し、中学生からは議会に対する理解ができ、これから大人になるにつれ自分の考
えをしっかり持ち、政治にも関心を持っていきたいと思う。貴重な体験をさせていただきあ
りがとうございましたと、感想をもらいました。

〈鬼北町議場にて〉
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月　日 会　　　議　　　事　　　項 主　な　協　議　内　容
　１ １１ 第１回議会運営委員会 第１回臨時会の運営について

第１回鬼北町議会臨時会 議案１件、承認１件
２０ 第１回全員協議会 近永駅周辺事業等現地視察調査について　他

広報委員会 議会だよりの記事の校正について　他
　２ ９ 第２回議会運営委員会 第２回臨時会の運営について

第２回鬼北町議会臨時会 議案２件、同意２件
第２回全員協議会 近永駅改築について　他
広報委員会 議会だよりの原稿の校正について　他

　３ １ 第３回議会運営委員会 第１回定例会の運営について
第３回全員協議会 第１回鬼北町議会定例会について　他
広報委員会 議会だよりの初稿の校正について　他

８ 第１回鬼北町議会定例会（１日目） 議案 29 件、同意１件
９ 第１回鬼北町議会定例会（２日目）

第４回議会運営委員会 第１回定例会の運営について
１０ 予算常任委員会（総務産業建設部門） 令和４年度当初予算審議
１１ 予算常任委員会（厚生文教部門） 令和４年度当初予算審議
２３ 第５回議会運営委員会 第１回定例会の運営について

第１回鬼北町議会定例会（最終日）
　４ ２７ 第４回全員協議会 北宇和高校教育寮について　他

広報委員会 議会だよりの掲載記事について　他
　５ ３０ 常任委員会合同視察研修（～６月１日） 東京都
　６ ９ 第６回議会運営委員会 第２回定例会の運営について

第５回全員協議会 統合保育所について　他
１４ 第６回全員協議会 近永駅改築について　他
１６ 第２回鬼北町議会定例会 議案５件、承認３件、同意１件

広報委員会 議会だよりの掲載記事について　他
２１ 第７回議会運営委員会 第３回臨時会の運営について

第３回鬼北町議会臨時会 議案１件
第７回全員協議会 令和４年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）否

決に係る新聞報道発言について　他
　７ １３ 第８回議会運営委員会 第４回臨時会の運営について

第４回鬼北町議会臨時会 議案１件
第８回全員協議会 し尿及び浄化槽汚泥の収集運搬業務について　他

　８ ２ 「近永駅のあり方を考える」住民懇談会
５ 第９回議会運営委員会 第５回臨時会の運営について

第５回鬼北町議会臨時会 議案３件
第９回全員協議会 「近永駅のあり方を考える」住民懇談会について　他

１８ 第 10 回全員協議会 近永駅改築について　他
３１ 第 11 回全員協議会 北宇和高校教育寮新築工事について　他

鬼北町議会
令和 4 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日

議　会　活　動　報　告
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　９ ５ 第 10 回議会運営委員会 第３回定例会の運営について
第 12 回全員協議会 第３回鬼北町議会定例会について　他

１２ 第３回鬼北町議会定例会（１日目） 議案 20 件、同意１件、諮問１件
１６ 総務産業建設常任委員会 鬼北町道路線の廃止・認定について
２２ 第 11 回議会運営委員会 第３回定例会（最終日）の運営について

第３回鬼北町議会定例会（最終日）
第 13 回全員協議会 町立北宇和病院の病床について　他
鬼北町議会議員研修会 「地方にもやってきた観光の波とその準備」

１０ １９ 第 12 回議会運営委員会 議会改革特別委員会の設置について　他
第 14 回全員協議会 ジビエ施設整備について　他

１１ ４ 第 13 回議会運営委員会 第６回臨時会の運営について
第６回鬼北町議会臨時会 承認１件、議案１件

２４ 第 14 回議会運営委員会 第７回臨時会の運営について
第７回鬼北町議会臨時会 議案５件
第 15 回全員協議会 中学生の議会見学会について　他

３０ 第 15 回議会運営委員会 第４回定例会の運営について
中学生の議会見学会
第 16 回全員協議会 議会改革特別委員会の設置及び委員の選任について　他

１２ ８ 第４回鬼北町議会定例会 議案 18 件、同意１件、発議１件
９ 広報委員会 議会だよりの記事の編集について　他

２６ 広報委員会 議会だよりの記事の校正について　他

常任委員会合同視察研修
　去る令和４年６月１日、東京都において、「Ｊ
Ｒ四国予土線の維持存続について」をテーマに
議員８名が視察調査及び研修を行いました。
　東京都千代田区衆議院第二会館で国土交通省
鉄道局鉄道事業化ＪＲ担当室職員３名から主に

「ＪＲ四国に対する国の支援と今後の計画」及
び「赤字ローカル線の沿線自治体が鉄道を核と
した公共交通体系を将来にわたって維持するた
めの取り組み」について、講義を受けました。
　国土交通省では、「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会」
を設置し、鉄道事業者と沿線地域が危機認識を共有し、相互に協力・協働しながら、輸送
サービスの刷新に取り組むことを可能とする政策のあり方等について、議論・検討しており、
今年夏までに結論を得て予算に反映していくとのことでありました。
　最後に講師から、今まさに鉄道事業者と地域沿線自治体が地域にとって最適な公共交通
のあり方を議論してほしいと要望がありました。

〈国会議事堂前〉
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※　鬼北町の定例会は３月、６月、９月、１２月です。町の定時放送で日時をお知
らせしていますので、町民の皆様の傍聴をお待ちしています。（ケーブルテレビ
でも中継放送されています。）
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議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

《議会改革特別委員会設置》
　１２月８日第４回定例
会におきまして、「議会改
革特別委員会」設置が承
認されました。
　議員定数、議員報酬、
議会活性化に関する調査
研究をしてまいります。
　委員は次の６名です。

委 員 長 程 内　 覺

副委員長 松 浦　 司

委　　員 兵 頭　 稔

委　　員 髙橋聖子

委　　員 末 廣　 啓

委　　員 赤松俊二


